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震災で被災し、運転を休止していました三条火葬場の建てかえ
工事が完成し、新たに芦屋市 聖苑 として２月１日（火）に営業
を開始しました。
これに先立ちまして、民生文教常任委員会（田中えみこ委員長）

は、１月 日（火）にオープン間近の 聖苑 の現地視察を実施し
ました。視察には委員をはじめ 人の議員が参加しました。
現地では、炉前ホールや炉室など建物内部、コンピューターで

管理される最新の火葬炉などの詳細な説明を受けました。また、

建物周辺の防災対策についても説明を受けました。
聖苑 は芦屋市で初の指定管理者制度を導入した施設で、施

設の状況とともに、管理運営体制についても今後注目していきま
す。
また、３月定例会では、火葬場の業務時間を実情に合わせ、午

前９時から午後５時を、午前 時から午後６時までに改めるとい
う条例改正案の提出があり、全会一致で可決しました。なお、２
月１日から 日までの１カ月間の利用は 件でした。芦屋市聖苑 炉前ホールで芦屋市聖苑 炉前ホールで

芦屋市火葬場 聖苑 がオープン
芦屋市で初めての指定管理者制度を導入しました

芦屋市火葬場 聖苑 がオープン
芦屋市で初めての指定管理者制度を導入しました

本年３月定例会最終日の３月 日（金）には、芦屋市議会議員の
報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改正案が、会派代表者で
ある山村議員（創政クラブ）、灘井議員（英明クラブ）、中島議員（ワ
ークショップ）、田中議員（日本共産党）、帰山議員（公明党）、前
田議員（新社会党）と会派に属さない伊藤議員の連名で提出され、
同日に審議を行い全会一致で可決しました。
本案は、行財政改革の本格的な実施時期を迎え、本市の財政状

況の現状に鑑み、議会としての姿勢をよりいっそう明確に示すた

め、議員の報酬月額を５パーセント削減するものです。削減期間
は平成 年６月１日から平成 年６月 日（現議員の任期満了日）
までです。
この改正により報酬月額は、議長 円が 円、

副議長 円が 円、議員 円が 円に
削減されます。なお、芦屋市議会では、正・副委員長に対する手
当や本会議、委員会に出席した際に支払われる日当など費用弁償
は支給していません。

議員報酬の５パーセントカットを実施
各会派代表者連名で議案を提出、全会一致で可決

議員報酬の５パーセントカットを実施
各会派代表者連名で議案を提出、全会一致で可決

財
政
再
建
と
安
全
安
心
の

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
よ

創
政
ク
ラ
ブ

山
村

悦
三

園
の
登
下
校
や
市
内
の
安
全
対
策

は
ど
う
か
。
ま
た
、
各
地
域
で
取

り
組
ん
で
い
る
防
災
訓
練
に
対
し

費
用
の
補
助
を
し
て
は
ど
う
か
。

市
の
長
期
財
政
収
支

見
込
み
で
は
、
高
浜
用

地
の
売
却
で
四
十
億
円
の
収
入
を

見
込
ん
で
い
る
。
周
辺
の
良
好
な

住
環
境
に
ふ
さ
わ
し
い
戸
建
て
住

宅
と
し
て
ど
う
す
れ
ば
四
十
億
円

を
確
保
し
て
処
分
で
き
る
の
か
検

討
し
た
と
こ
ろ
、
民
間
企
業
へ
の

一
括
売
却
よ
り
も
、
市
が
宅
地
造

成
を
行
い
分
譲
す
る
こ
と
が
最
も

有
利
と
判
断
し
た
。
分
譲
方
法
も

民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
取
り
入
れ
完

売
で
き
る
よ
う
努
め
る
。

学
校
園
で
は
、
危
機
管
理
マ
ニ

ュ
ア
ル
を
作
成
し
、
定
期
的
に
点

検
活
動
を
し
て
い
る
。
教
職
員
は
、

緊
急
を
知
ら
せ
る
笛
や
防
犯
ブ
ザ

ー
を
常
時
携
行
し
、
来
校
者
に
声

掛
け
も
し
て
い
る
。
小
学
校
で
は

愛
護
委
員
の
協
力
に
よ
る
校
区
の

危
険
な
場
所
や
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
ス

テ
ッ
カ
ー
の
あ
る
家
を
明
記
し
た

安
全
マ
ッ
プ
を
作
成
し
、
安
全
確

保
の
取
り
組
み
を
始
め
て
い
る
。

防
災
訓
練
へ
の
費
用
援
助
は
、

直
接
訓
練
に
要
す
る
費
用
に
つ
い

て
助
成
を
検
討
す
る
。

市
広
報
紙
や
家
庭
ご

み
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
、
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
に
広
告
を
載
せ
、

料
金
を
得
る
な
ど
収
入
確
保
の
努

力
を
評
価
す
る
。
さ
ら
に
大
き
な

財
源
確
保
と
し
て
、
高
浜
町
の
元

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
施
設
用
地
を

宅
地
造
成
し
て
、
四
十
億
円
で
売

り
出
そ
う
と
し
て
い
る
が
、
先
の

市
有
地
売
却
で
は
、
旧
市
街
地
の

物
件
は
順
調
な
入
札
で
あ
っ
た
が
、

潮
見
町
の
物
件
は
不
調
で
あ
っ
た
。

本
市
の
財
政
再
建
は
高
浜
用
地
に

か
か
っ
て
い
る
と
こ
ろ
だ
が
、
売

却
へ
の
決
意
は
ど
う
か
。

市
長
が
施
政
方
針
に
掲
げ
て
い

る

豊
か
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く

り

が
、
安
心
安
全
の
ま
ち
づ
く

り
に
つ
な
が
る
と
思
う
が
、
学
校防災訓練風景（松ノ内公園）防災訓練風景（松ノ内公園）

地
区
集
会
所
運
営

の
中
心
拠
点
と
な
る
大

原
集
会
所
に
は
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

の
設
置
が
な
く
、
高
齢
者
な
ど
の

利
用
の
妨
げ
に
な
っ
て
い
る
。
便

利
な
立
地
で
あ
る
が
、
使
用
に
不

便
な
こ
の
集
会
所
を
整
備
不
十
分

な
ま
ま
、
集
会
所
運
営
の
中
心
拠

点
と
し
て
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
の
か
。

具
体
的
な
整
備
は
ど
う
か
。

市
民
病
院
へ
直
通
す
る
バ
ス

路
線
の
新
設
の
声
が
以
前
か
ら
出

て
い
る
。
高
齢
者
へ
の
バ
ス
運
賃

の
助
成
も
減
額
さ
れ
た
。
バ
ス
が

走
っ
て
い
な
い
地
域
も
あ
り
、
バ

ス
利
用
が
不
可
能
な
市
民
も
い
る
。

こ
の
不
公
平
を
打
破
す
る
に
は
、

者
も
多
い
状
況
で
あ
る
。
公
共
施

設
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
推
進
す

る
計
画
か
ら
も
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー 大原集会所大原集会所

住
み
よ
い

ま
ち

づ
く
り
に
つ
い
て

英
明
ク
ラ
ブ

灘
井

義
弘

ミ
ニ
バ
ス
の
運
行
導
入
が
最
適
と

考
え
る
。
商
店
街
の
活
性
化
に
も

つ
な
が
り
、
子
供
た
ち
も
利
用
で

き
る
。
ま
ち
全
体
の
活
性
化
に
役

立
つ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
導
入

を
、
今
あ
る
高
齢
者
バ
ス
運
賃
助

成
の
予
算
の
振
り
替
え
も
含
め
、

検
討
す
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

大
原
集
会
所
に
関

し
て
は
、
地
区
協
議
会

か
ら
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
設
置
や
利

用
者
の
高
齢
化
に
伴
う
和
室
の
洋

室
化
等
の
要
望
が
出
て
い
る
。
こ

こ
は
三
階
建
て
の
施
設
で
、
利
用

の
設
置
を
検
討
す
る
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
導
入

は
こ
れ
ま
で
も
多
く
の
議
員
か
ら

要
望
が
あ
っ
た
が
、
厳
し
い
財
政

状
況
や
道
路
幅
員
上
か
ら
運
行
が

困
難
と
答
弁
し
て
き
た
。
し
か
し
、

先
般
の
集
会
所
ト
ー
ク
等
で
の
市

民
の
要
望
も
多
く
、
ま
た
、
平
成

十
六
年
度
か
ら
県
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
バ
ス
の
運
行
経
費
の
補
助
制
度

が
創
設
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
提

案
の
運
賃
補
助
を
す
べ
て
振
り
替

え
る
と
い
う
具
体
的
な
取
り
組
み

も
含
め
て
、
今
後
研
究
し
て
い
く
。

市
民
参
画
の
基
本
と
な
る

条
例
の
制
定
を

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

中
島

健
一

市
は
、

市
民
参
画

・
協
働
推
進
の
指
針

検
討
会
議
で
の
課
題
を
深
め
て
い

く
こ
と
で
、
さ
ら
に
事
業
を
推
進

し
よ
う
と
し
て
い
る
。
こ
の
取
り

組
み
は
評
価
し
て
い
る
と
こ
ろ
だ

が
、
行
政
を
執
行
す
る
に
当
た
っ

て
基
本
と
な
る
条
例
の
制
定
が
必

要
。
神
戸
市
も
そ
の
方
向
で
進
み
、

全
国
的
に
も
制
定
す
る
自
治
体
が

増
加
し
て
い
る
。
指
針
を
発
展
さ

せ
条
例
を
制
定
す
べ
き
で
は
。

行
政
改
革
実
施
計
画

を
何

と
し
て
も
や
り
遂
げ
る
意
思
表
明

は
大
事
だ
が
、
計
画
に
固
執
す
る

こ
と
な
く
、
柔
軟
に
す
る
こ
と
も

求
め
た
い
。
事
を
進
め
て
い
く
過

程
で
、
改
善
す
べ
き
点
も
浮
き
ぼ

り
に
な
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
ら

を
取
り
入
れ
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、

一
層
の
市
民
の
納
得
も
得
ら
れ
、

ひ
い
て
は
計
画
の
推
進
に
も
プ
ラ

ス
に
な
る
。
柔
軟
な
対
応
を
求
め

る
が
ど
う
か
。昨

年
十
二
月
に

市

民
参
画
・
協
働
の
指

針

検
討
会
議
を
設
置
し
、
現
在
、

指
針
の
骨
子
案
を
協
議
し
て
お
り
、

平
成
十
七
年
度
に
は
、
指
針
を
策

定
す
る
。
市
民
参
画
の
基
本
と
な

る
条
例
に
つ
い
て
は
、
十
八
年
度

中
に
提
案
し
た
い
。
条
例
等
の
立

法
指
針
や
要
綱
制
定
の
指
針
策
定

に
つ
い
て
は
、
必
要
と
考
え
て
い

る
の
で
、
十
七
年
度
中
に
策
定
し

た
い
。

本
市
の
財
政
状
況
は
厳
し
い
状

況
に
あ
る
。
ま
た
、
三
位
一
体
改

革
等
の
動
向
も
明
ら
か
で
な
い
た

め
、
楽
観
で
き
る
状
況
に
は
な
い
。

行
政
改
革
実
施
計
画
を
着
実
に
実

施
し
、
財
政
再
建
を
図
る
こ
と
が

市
政
執
行
上
の
基
本
と
考
え
、
計

画
達
成
に
向
け
職
員
と
一
丸
と
な

っ
て
取
り
組
ん
で
い
る
。
し
か
し
、

市
民
か
ら
の
意
見
や
諸
般
の
状
況

か
ら
、
日
時
を
要
す
る
も
の
や
見

直
さ
ざ
る
を
得
な
い
も
の
は
、
実

施
時
期
の
変
更
等
も
考
え
な
が
ら

対
応
し
て
い
く
。

市民参画推進検討会風景市民参画推進検討会風景

安
全
、
安
心
で
豊

か
な
ま
ち
づ
く
り
を
目

指
し
、
地
域
の
防
犯
、
防
災
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
性
化
を
展
望
す
る

と
き
、
市
民
と
の
協
働
、
参
画
が
、

そ
の
原
動
力
と
な
る
。
こ
れ
が
成

功
す
る
か
ど
う
か
に
、
本
市
の
未

来
が
か
か
っ
て
い
る
が
、
市
長
の

決
意
を
問
う
。
ま
た
、
自
治
会
活

動
な
ど
の
地
域
格
差
是
正
に
ど
う

取
り
組
む
の
か
。

学
校
評
議
員
制
度
は
、
学
校

が
保
護
者
や
地
域
に
開
か
れ
、
理

解
や
協
力
を
得
な
が
ら
特
色
あ
る

教
育
活
動
を
す
る
た
め
導
入
さ
れ

総総総 括括括 質質質 問問問

質問 答弁

菜の花畑（海洋町で）菜の花畑（海洋町で）

す
る
べ
き
。
ま
た
、
学
校
園
に
お

け
る
事
件
が
後
を
絶
た
な
い
。
防

犯
カ
メ
ラ
や
イ
ン
タ
ホ
ン
だ
け
で

な
く
、
地
域
、
保
護
者
、
学
校
、

行
政
が
一
体
と
な
っ
て
人
的
な
不

審
者
対
策
も
す
べ
き
で
な
い
か
。

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
を
豊
か
に
す
る
こ
と

が
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な

が
る
。
平
成
十
七
年
度
を

地
域

ま
ち
づ
く
り
元
年

と
し
、
市
民

参
画
・
協
働
の
指
針
策
定
な
ど
積

極
的
に
取
り
組
む
。
地
域
活
動
の

格
差
に
つ
い
て
は
情
報
交
換
や
交

流
を
図
り
活
力
あ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
づ
く
り
に
取
り
組
む
。

小
中
学
校
に
は

三
者
連
携

の
会

な
ど
名
称
は
異
な
る
が
、

学
校
評
議
員
制
度
に
準
じ
た
会
を

設
け
て
い
る
。
会
で
は
、
開
か
れ

た
学
校
づ
く
り
の
た
め
、
学
校
の

教
育
活
動
の
内
容
等
を
学
識
経
験

者
、
保
護
者
や
地
域
の
人
々
な
ど

に
説
明
し
、
意
見
を
聞
き
、
教
育

活
動
に
反
映
す
る
よ
う
努
め
て
い

る
。
不
審
者
対
策
で
は
、
全
学
校

園
で
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作

成
し
、
警
察
の
協
力
を
得
て
、
訓

練
を
行
な
っ
て
い
る
。
今
後
、
保

護
者
や
地
域
の
方
々
の
一
層
の
協

力
が
得
ら
れ
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

地
域
力
を
生
か
し
豊
か
な

ま
ち
と
学
校
園
づ
く
り
を

公
明
党

帰
山

和
也

た
。
こ
れ
を
さ
ら
に
活
性
化
す
る

こ
と
で
、
い
じ
め
や
不
登
校
、
校

内
暴
力
な
ど
学
校
荒
廃
の
要
因
と

な
っ
て
い
る
課
題
に
適
切
に
対
処防犯カメラを備えた岩園小学校正門防犯カメラを備えた岩園小学校正門

山
幹
事
業
を
凍
結
し

暮
ら
し
に
ま
わ
せ日

本
共
産
党

木
野
下

章

税
源
移
譲
と
言
い
な

が
ら
三
位
一
体
改
革

は
、
中
長
期
的
に
地
方
へ
の
財
政

支
出
を
大
幅
に
削
減
し
よ
う
と
し

て
い
る
。
市
民
の
暮
ら
し
に
影
響

が
出
な
い
よ
う
、
財
源
確
保
で
の

市
長
の
決
意
と
具
体
策
を
問
う
。

山
手
幹
線
芦
屋
川
横
断
ト
ン
ネ

ル
の
工
事
費
の
支
払
い
先
延
ば
し

は
、
次
世
代
の
予
算
の
先
食
い
で

は
な
い
か
。
財
政
面
だ
け
で
な
く

環
境
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
破
壊
か

ら
も
事
業
を
凍
結
せ
よ
。

年
金
課
税
強
化
な
ど
国
の
悪
政

が
、
市
民
の
暮
ら
し
を
脅
か
し
て

い
る
。
福
祉
金
カ
ッ
ト
や
福
祉
医

療
費
助
成
改
悪
は
市
に
よ
る
悪
政

の
上
塗
り
で
は
な
い
か
。
や
め
よ
。

マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
で
住
環
境
や

緑
が
破
壊
さ
れ
て
い
る
。
市
と
し

て
規
制
に
向
け
対
策
を
求
め
る
。

高
齢
化
が
進
む
中
、
市
民
が
気

軽
に
利
用
で
き
る
市
内
循
環
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を
導
入
し
、
ま

ち
の
活
性
化
を
求
め
る
。

三
位
一
体
の
改
革
で

は
、
税
源
移
譲
の
詳
細

が
示
さ
れ
て
い
な
い
現
時
点
で
、

影
響
予
測
は
難
し
い
。
公
有
財
産

の
有
効
活
用
や
市
債
の
活
用
、
国
、

県
に
対
す
る
財
政
支
援
の
要
望
な

ど
、
財
源
確
保
を
図
る
。

山
手
幹
線
事
業
は
、
用
地
取
得

約
九
六
パ
ー
セ
ン
ト
。
ま
た
、
約

四
八
パ
ー
セ
ン
ト
の
区
間
で
道
路

整
備
工
事
に
着
手
し
て
い
る
。
凍

結
の
考
え
は
な
い
。

行
政
改
革
で
の
市
の
施
策
見
直

し
の
方
針
は
、
国
・
県
の
基
準
や

近
隣
各
市
の
状
況
を
参
考
と
し
て

い
る
。
市
は
限
ら
れ
た
財
源
の
中

で
精
一
杯
努
力
し
て
い
る
。

マ
ン
シ
ョ
ン
規
制
で
は
、
建
築

自
体
の
規
制
は
、
個
人
財
産
へ
の

権
利
制
限
と
の
関
係
上
、
困
難
で

あ
る
。
規
制
に
は
地
区
計
画
が
最

も
有
効
で
、
こ
れ
を
市
民
が
つ
く

る
た
め
の
支
援
を
す
る
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
導
入
は
、

今
後
研
究
し
て
い
く
。

山手幹線風景（松ノ内町で）山手幹線風景（松ノ内町で）

域
課
題
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
地
域
交
流
、
文
化
、
福

祉
、
防
犯
活
動
等
の
地
域
活
動
を

通
じ
、
情
報
交
流
や
新
し
い
世
代

の
参
加
の
機
会
を
つ
く
る
な
ど
創

意
工
夫
を
行
い
、
地
域
活
動
の
拠

点
と
な
る
よ
う
支
援
す
る
。

高
浜
用
地
売
却
で
は
民
間
事
業

者
の
提
案
や
関
係
機
関
と
の
協
議
、

鑑
定
士
の
意
見
な
ど
を
検
討
し
た

結
果
、
市
が
直
接
、
宅
地
造
成
を

し
て
分
譲
す
る
。
売
却
で
は
民
間

の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
取
り
入
れ
完
売
に

努
め
る
。
液
状
化
な
ど
分
譲
責
任

は
造
成
上
の
瑕
疵
が
な
い
限
り
、

市
の
責
任
は
生
じ
な
い
。

ー
ト
を
ど
う
す
る
の
か
。

高
浜
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
用
地

売
払
い
代
金
四
十
億
円
を
見
込
む

宅
地
造
成
特
別
会
計
が
設
け
ら
れ旧高浜スポーツセンター用地旧高浜スポーツセンター用地

市
民
参
加
・
協
働
の
保
障

高
浜
用
地
造
成
事
業
は

新
社
会
党

前
田

辰
一

る
。
地
価
下
落
、
液
状
化
問
題
な

ど
課
題
を
抱
え
て
い
る
。
事
業
と

し
て
の
損
益
、
採
算
性
、
確
実
性
、

完
売
年
度
な
ど
事
業
と
し
て
の
総

合
評
価
・
事
前
評
価
は
ど
の
よ
う

に
行
っ
た
の
か
。

市
長
の
公
約
で
あ
る

財
政
再
建
を
具
体
化
す

る
た
め
、
行
政
改
革
実
施
計
画
を

策
定
し
た
。
こ
の
内
容
は
、
広
報

紙
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
、
集
会
所
ト
ー
ク
な
ど
を

通
じ
市
民
に
十
分
説
明
し
、
広
く

意
見
を
聞
い
て
進
め
て
い
る
。
地

区
集
会
所
は
、
指
定
管
理
者
が
地

市
政
の
最
重
要
課
題

の
一
つ
に
市
民
参
画
・

協
働
の
推
進
を
掲
げ
た
。
し
か
し
、

現
行
の
行
政
運
営
は
市
民
負
担
の

行
政
改
革
が
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
で
押

し
付
け
ら
れ
て
い
る
。
市
民
参
加

が
ど
こ
に
保
障
さ
れ
て
い
る
の
か
。

ま
た
、

地
区
集
会
所
を
地
域
活

動
の
拠
点
と
し
て
位
置
付
け
豊
か

な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り

と
言

わ
れ
る
。
し
か
し
、
指
定
管
理
者

制
度
導
入
は
委
託
管
理
費
を
削
る

だ
け
で
、
管
理
人
の
常
駐
や
開
か

れ
た
集
会
所
機
能
が
難
し
く
な
る
。

活
動
拠
点
と
し
て
の
方
策
や
サ
ポ

会 派 名 所 属 議 員 （◎幹事長 ○副幹事長）

創 政 ク ラ ブ
◎山村 悦三 ○長野 良三 幣原 みや 来田 守

都筑 省三 青木 央

英 明 ク ラ ブ ◎灘井 義弘 ○山田みち子 小川 芳一 松木 義昭

ワ ー ク シ ョ ッ プ ◎中島 健一 ○畑中 俊彦 重村啓二郎 寺前 尊文

日 本 共 産 党 ◎田中えみこ ○木野下 章 平野 貞雄

公 明 党 ◎帰山 和也 ○田原 俊彦 徳田 直彦

新 社 会 党 ◎前田 辰一 ○山口みさえ

会派に属さない議員 大久保文雄 伊藤とも子

質問項目・会派名簿質問項目・会派名簿

■創政クラブ（山村 悦三）
・財政の再建について
・医療、保健、福祉について
・教育について
・安全、安心のまちづくりについて
・南芦屋浜のまちづくりについて

・市民参画について
・財産の有効活用について
・保育行政について
・子供の安全について
・市民生活の利便向上について

■ワークショップ（中島 健一）
・市長の政治姿勢、施政方針、予算編成につい
て問う

■公明党（帰山 和也）
・新たなまちづくりについて

■日本共産党（木野下 章）
・行財政問題について
・市民生活について
・教育について
・まちづくりについて
・震災十周年について
・市民参画について
・平和について

■新社会党（前田 辰一）
・芦屋市のまちづくりビジョンはあるのか
・市民参画と協働について
・埋め立て地のまちづくりについて
・震災 年を問う

３月定例会では、初日の施政方針説明を受けて、

３月８日（火）、９日（水）の２日間、６会派の代表が

項目の内容について統括質問を行いました。

総括質問の内容の一部と、それぞれの会派の所属

議員をお知らせします。


